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研究成果の概要（和文）：当初4年を計画していた本研究は、コロナウィルス蔓延の影響のため、計画していた
海外での研究調査が行えず、研究計画に修正を加え、また2020年度の研究費を翌年に持ち越すために一年間期間
を延長して研究を行なった。結果としては、オンラインではあるが、国際ワークショップにおいても発表をし、
国際共同出版という形で研究成果を刊行できることとなった。

研究成果の概要（英文）：This research project was originally planned as a 4-year research. However, 
due to the spread of COVID-19, I could not perform the planned international research trip in 2020. 
This is why, I revise the concrete research plan slightly and made it a 5-year research to utilize 
the research funding of 2020. 
As a result, I joined the international workshop, though it was online. I had some internal research
 investigation. These led to such achievement as the international publication of a book.

研究分野： 言語学

キーワード： 語彙意味論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
前述の刊行物は、De Gryuter Mouton社からMouton-Ninjal Library of Lingusiticsシリーズとして刊行される
ものであり、言語学において比較的メジャーなテーマである2次述語について、国内外の同テーマの専門家が最
新の研究成果を収めるものであるため、人の言葉の理解というものに貢献したものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
2017年度に開始した本研究の背景を説明する。報告者が本科研において研究テーマとしたのは
「2次述語の意味と構造」である。この 2次述語というのは理論言語学の中でも統語論や意味論
の研究分野では比較的メジャーな分野であり、先行研究も多数存在し、多くの言語で観察される
言語現象である。実態としては、多くの言語で観察されるにも関わらず、その分析は、各言語に
固有の解決を見ており、より人間の言語の産物としての 2次述語の分析を行う必要があった。 
 
また、報告者は以下の「目的」で後述の通り、対照言語として中国語を選択した。この中国語の
2次述語の分析は 1990年代より盛んに行われており、特に Li(1990, 1995, 1999)、Huang(2006)、
Her(2007)などはベンチマークとなっている。しかしながら、報告者が既に指摘の通り、これら
の先行研究は、中国語の 2 次述語のある言語事実を捉えてない、分析が中国語の 2 次述語にの
み当てはまるものであり、言語事実を分析したというより、当てはまるように理論を修正したと
いう方が適切な状況であった。 
 
報告者自身も 2010年より、同テーマを扱ってきたが、その分析では一定の成果を収めてきたも
のの、改良の余地が残されていた。 
 
報告者自身の所属先という意味での背景として、報告者は 2017年 9月から 2018年 8月までマ
サチューセッツ工科大学(MIT)に一年間サヴァティカルで所属することが決まっており、同大学
および、隣接するハーバード大学にて研究調査ができることとなっていた。これらの大学には理
論言語学者および中国語が母語話者である言語学者が多数所属しており、中国語の 2 次述語を
研究するのに適した環境であった。 
 
 
２．研究の目的 
報告者は、2次述語を分析するにあたり、その対象言語の中心を中国語に据えた。これは以下の
2点の理由からである。第一に、中国語の 2次述語の分析に決着を見ていないということが挙げ
られる。前述の背景の通り、中国語の 2次述語の先行研究は豊富だが、一貫した解決方法は見ら
れず、また、報告者が指摘の言語事実を説明できる理論が存在していない。これを最新の言語理
論を用いて、分析し、その「リンキング」と呼ばれる叙述現象を解明することが本研究の目的の
柱の一つである。 
 
第二に、中国語の 2次述語は、統語的に特異な振る舞いをするので、それを分析することで、2
次述語や、その周辺的な言語事実（項構造や格の問題など）を側面を分析することができ、総合
的に言語学の理論にフィードバックをすることも目的の一つとして挙げられる。 
 
 
３．研究の方法 
研究の方法として、先行研究を再確認し、同分野について知見のある専門家と意見交換をすると
ころから始めた。具体的にはハーバード大学の教授と何度も意見交換をし、報告者自身の先行研
究について指摘を受けただけでなく、その後方向性について助言をいただいた。 
 
また MITでは上海語の母語話者である言語学者と意見交換を行い分析を行なった。上海語は、音
韻的に簡略化されていない中国語であり、それゆえ、音韻的簡略化に伴う統語的変化を経ていな
い言語である。中国語の 2次述語はその根幹部分においてこの統語的変化の影響を受けており、
現代中国語と上海語を比較することにより、現代中国語の統語構造のあるべき方向性を見出す
ことができた。 
 
データはマサチューセッツ工科大学（米国）や香港中文大学（香港）、日本の各地でも収集し直
し、各所で発表を重ね、世界で活躍する理論言語学者や中国語の母語話者である言語学者と意見
交換をすることで、偏りのない研究を目指した。 
 
 
４．研究成果 
研究成果として、マサチューセッツ工科大学、香港中文大学、東北大学にて発表をしたことが挙
げられる。これらの発表は全て招待講演となっており、1 時間から 1 時間 30分の発表であった
ため、その内容について十分に説明することが可能であり、また意見交換も余裕を持って行えた。
研究成果の中心として次の刊行物が挙げられる。Mouton-Ninjal Library of Linguistics シリ



 

 

ーズより発刊される最新の 2 次述語研究を収めた本より、報告者の研究成果である「The 
causation of meaning of Mandarin Secondary Predication」が発表される。これは国内外の 2
次述語の専門家が集まり、二年間かけて発表や意見交換を行い、その成果をまとめたものである。
最新の言語理論を用いた最新の 2次述語研究の集約本である。報告書で後述の通り、他にも著書
２点が成果物として挙げられる。 
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